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研究内容・社会業績等

　研究内容：1970年、京都大学理学部地質学鉱物学教室卒業。1970〜72年、米国マサチューセッツ州にあるウッズホール海洋学研究所
にて海洋地質学と微古生物学（渦鞭毛藻化石）を学び、1976年、「深海底産マンガン団塊の成因」の研究で京都大学より博士号を取得。
独キール大学でのアレクサンダー・フォン・フンボルト財団奨学研究員（1977〜79年）、米国ワシントン州のワシントン州立大学客員講師
（1979〜80年）をへて、1980年、山形大学理学部地球科学科助教授に就任。
　新たに資源科学の考え方を学び、資源と技術の関係に注目して、地域の資源環境が伝統技術の発展に与えた影響から文明のあり方
を考える「資源人類学」の研究を行う。1990年、地球環境学科への学科名改称を機に、地球物質循環の観点から地球の資源・環境特性
を論じ、固体地球（岩石圏）と大気圏・水圏および生命圏の相互関係を統一的に説明する独自の「地球環境論」を打ち立てた。2002年、
京都造形芸術大学への異動を機に、人間にとっての芸術の意味を生命史の観点から考察し、生命史上初の芸術家となった人類は、生
命史的使命を果たすために、1億年後に出現する知的生命体に芸術作品を通じてメッセージを送るべきだとして、「美の化石美術館」構
想を提案。現在は、固体地球と生命圏を結びつける土（土壌）に注目して、各種の地質災害が頻発する日本列島では居住適地は災害多
発地帯にあることを見出し、各種の災害が日本文明の土台をつくったという「災害文化論」を展開している。
　社会業績：科学技術庁資源調査会資源エネルギー部会コバルトクラスト鉱床調査委員会・専門委委員（1985～87年）、山形県総合開
発審議会（企画部会）委員（1993～95年）、同（環境部会）委員（1995～96年）、同委員（1999～2000年）、山形県総合政策審議会・委員
（2001～02年）、京都市図書館協議会・会長（2005～07年、2009～10年）、山陰海岸ジオパーク専門部会・委員（2009～14年）、京都伝統
文化の森推進協議会・副会長（2011年～現在）。　ピンホール写真芸術学会・編集委員長（2007～13年）、比較文明学会・副会長（2009～
14年）、萩ジオパーク構想推進協議会・専門委員（2015年～現在）。

論文・書籍・資格等



原著論文

論文

作品

学生へのメッセージ

　大学進学を考えてはみたものの、まだ自分は何がしたいのか、何をすればよいのかが分からないと生真面目に悩んでいる高校生は多
いのではないでしょうか。私もそうでした。
　高校3年の時、何となく技術（工学）よりも理論（理学）を学びたいと思って、理学部のある大学を選びました。なんとか合格したものの、
「これをやってみたい」という明確な目標はまるでなかったので、入学直後は、何を専門で学ぼうかと迷っていました。それでも、まさか中
学・高校で習ったことのなかった地学を学ぼうとは夢にも思っていませんでした。ところが、たまたま選択した教養科目の「地学実習」で、
いくつかの代表的な岩石を観察したとき、いつ海岸の砂は固まって砂岩になるのだろうか、どうして秋吉台の石灰岩にはフズリナ化石が
目に見える形で残っているのだろうか、という素朴な疑問を持ちました。そして、こうした疑問に、自分なりの答えを出そうと考えて、3年生
から始まる専門課程では、まさかの地学（地質学）を学ぶことにしました。当初は余り熱心な学生ではなかったのですが、専門的な勉強を
すればするほど、新たな疑問が次々に湧き出てきて、山や川や海岸を見る目は大きく変わりました。
　大学3年生の時から約50年間、地質学的な研究を続けてきましたが、まだ当初の疑問に答えを出すには至ってません。しかし、大学や
大学院で見つけた疑問のいくつかには答えを出すことができました。いまは、そうした体験を通じて身に着けた考え方と知識を使って、約
20万年前に出現した生物界の新参者である人間（ホモ・サピエンス）はどう生きればよいのかを、生き物の歴史の観点から考えていま
す。答えがあるのかどうかもわからない問ですが、それを意識して生活していると、思わぬことからヒントを得ることがあるので、毎日楽し
く暮らすことができます。学生時代に地質学を学んで正解だったと、今は満足しています。
　自分の未来が描けないで迷っている高校生のみなさん。まずは授業や日常生活で「あれ、これは何だろう。どうして、そうなるんだろう」
という疑問を見つけましょう。自分が見つけた「なぜ」に自分なりの答えを探そうとすれば、どの大学の、どの学部で学べばよいか、決め
ることができるはずです。まだ何も「疑問」が見つからない人は、文系か理系というように、大まかに自分に合いそうな分野を決めましょ
う。そして、できるだけ幅広く自由に学べそうな大学や学部を、時には先生や先輩の力を借りて、探してみましょう。そうした大学に入って
まじめに努力すれば、必ず自分だけの「なぜ」が見つかるはずです。そして、一旦なぞ解きにはまると、考える楽しみや新しい知識を得る
喜びを味わうことができて、生きる力が湧き出てきます。たとえ4年間で満足できる答えが出なくても、自分なりに答えを出そうと一生懸命
努力した体験は、一生の宝になります。これこそが大学で学ぶ価値だと言えるでしょう。
　私たちは大学の門の前で迷っている皆さんを精いっぱい応援します。
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